
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

手数料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

情勢の変化及び事業の改善点等

正規職員     （人）

医療費助成経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田　秀弘 細々目

H18 H19

15,517 18,000

362,723

22-9659連絡先
101
01

細目

医療助成額 千円 314,987 362,723

福祉医療費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会計
款

06
項
目

名            称コード

01

01
03

一般会計
民生費
社会福祉費

コード 名               称

医療費助成事業　

7 老後の生活や低所得者の自立を支える

老人医療費 件数 210 0

乳幼児医療費 件数 37,148 40,000

15,000

50,000

40,000

0

一人親家庭医療費 件数 14,792 15,000

362,723

18,000心身障害者医療費 件数

50,000

216,167

単位

476,959

22,140

活動指標

65歳以上重度障害者医療費 件数
354,033

5334

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

評
価

達成度

臨時職員　2人

福祉医療制度・伊賀市福祉医療費の助成に関する条例

21,999

28,800

H19（予算）H18（予算）

H17

46,364

一般事務

対象者は、市内に住む人で、要件に該当する人（詳細は下記記載）
①心身障害者助成、　②　一人親家庭等助成　　　③乳幼児助成

事業名

基本施策

333

伊賀市　事務事業評価シート

作成者氏名

医療費助成を行うことにより、対象者の軽減が図られる。

成果（どうなるのか）

担当部課名 一般事務経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉部健康保険課

事
業
の
目
的

根拠法令・要綱等

市内に住む人で、要件に該当する人に医療費の一部助成を行う。
①心身障害者助成　　　　　身体障害者手帳1～3級・療育手帳A・
②一人親家庭等助成　　　配偶者のない女子又は男子が、18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある者を母又は父に養育されてい
る18歳未満児　養育している家庭
③乳幼児助成　　　　　　　4歳到達日(誕生日の前日が到達日）の月末までにある乳幼児　・
2　助成内容　　　　　　　　医療費及び入院料
3　助成方法　　　　　　　　原則として償還払い

448,159 448,159
28,800 28,800

4 4 4
H17

288,759 288,759

476,959

14,800 14,800

188,200 188,200

48,496
委託料

382,833

362,723

22,140
48,496

314,987
11,713

昭和48年度より制度化され、昭和58年一部負担金の導入・対象範囲の拡大や所得制限の変更等を行い、平成18年9月より少子化対策とし乳幼児
医療助成を就学前までとし、6月条例改正を行い9月から実施することとなりました。

実績値 目標値

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

助成費

166,666

4

効率性 4

昭和48年法の施行後対象範囲や所得制限の変更をし行ってきており、医療費の助成は市民に浸透してきておりこのこと
により対象市民の医療費軽減に役立っております。


